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近年, 高齢者ドライバーによる凄惨な事故がニュースで目につくようになった。私たちは自

動運転の技術がこの問題の解決の糸口になるのではないかと考えた。そこで今回自動車事故の 

現状を知り, その問題点を改善点を考えて自動運転による解決策を模索することで未来の理想

的な自動車像を考察した。 

 1,背景 

 現代社会において自動車は通学・通勤のツールとして重宝されている。仙台三高も山々に囲

まれているため自動車を利用している生徒も多い。しかし, 最近高齢者の運転ミスによる人身

事故や煽り運転などが多発しておりニュースでも目につくようになった。私たちはこれらの問

題は人が運転しているからこそ発生していると思い, 人に頼らない自動運転技術が改善策にな

るのではないかと考えた。 

 2,目的 

 交通事故のデータを調査して現在の自動車の課題とその対策を考察することで, これからの

自動車の技術に求められているものを考察する。加えて, 実際の事故例を比較することで共通

点を見つけることでその解決策を模索する。 

 3,材料・考察 1 

① 図１より高齢者・高齢者以外ともに交通事故による死者数は減少傾向にあるものの, 高

齢者の死者数の割合は高くなっていることが分かる。 

② 図２より交通事故による死者数は減少しているが致死率は増加していることが分かる 

これらのことから一見自動車が十分身近になった現在では交通道路などの整備によって事故

の数自体が減少し, 安全になっているように感じる。しかし高齢者の死者数が横ばいに近い

状態であることと致死率が増加していることから高齢者による危険な運転は減らせていない

ことが読み取れる。高齢者ドライバーが事故を起こしやすい理由としてペダルの踏み間違え

や持病などにより意識を失ってしまうことが上げられるため, 搭乗者に左右されない自動運

転技術は解決策として適していることが分かる。さらに事故例から自動運転車の事故は設定

を怠るという人為的な不手際によるものであり, 個々の装置の性能は高いことが分かる。よ

って複数の装置を複合することが安全性を高めて実用化に近づくことにつながる。 



   

(図１)高齢者・高齢者以外の事故件数     (図２)致死率と死者数の推移 

事故例：アメリカで自動運転車が 2018 年に緊急ブレーキの設定をしていなかったためブレーキ

をかけることができずに歩行者をはねて死亡させる事故が発生した。しかし, 安全装置の 1 つ

であるレーダーでは衝突 6 秒前に歩行者を感知していた。 

 4,材料・考察 2 

 考察１より自動運転車に求める条件とそれを満たすパーツを調査する。まず求める条件を東

京農工大学のポンサトーン研究室に訪問して伺ったところ大きく分けて次の 2 つであった。 

① 事故を予測することによって未然に防ぐ能力 

② ドライバーに不快感を与えないため, 騒音や振動だけでなくコストの削減 

今回は①について調査した。開発されている中で実用化できそうなパーツは複数存在した。特

に４つのパーツが事故の予測に使用できると結論付けた。 

ミリ波：直進性が強いため遠距離の感知が可能であり電波であるため天候に左右されない 

LiDAR：360 度方向に立体的に感知するため周囲を見渡せる 

加速度・ジャイロセンサ：車体の走行状態を検知し, 車体内部の状況を確認できる 

ステレオカメラ：2 つの角度から感知することで三次元的に認識してより高精度に認識する 

しかしこれらのパーツはそれぞれに利点があり, 性能は高いものの範囲が限定的という難点が

ある。そこで私たちはこれらを個々に扱うのではなく併用することで図 3 のような全範囲を三

次元で認識した高性度な自動運転を可能にして, 材料・考察 1 の事故例のような事故が削減す

ることがと考えた。さらに, 事故例からその自動運転車には手動ブレーキを踏んでいないため, 

自動運転を信頼しすぎるあまりの油断による事故が多いという事がわかる。この事故は個々の

装置の精度は高いもののうまく装置同士の連携が取れていなかったことによって発生したもの

であるため, 複数の連携した装置を複合することで安全性をより高める必要がある。 

(図 3)理想的な自動運転車イメージ図 



5,まとめ 

今回の研究では自動車事故の現状を調査することで様々な問題とその改善策を考えることが

出来た。また, 現時点の自動運転の技術やパーツごとの利点を知ることで組み合わせによって

現時点でも最適な自動運転車を制作することが可能だと分かった。 

 6,今後の展望 

 自動運転の最中に発生した事故の責任は運転者と製造会社のどちらが負うのか, など最先端

の技術に対応した交通法はまだ整備されていないため考察を行いたい。また, 二人のうち一方

を犠牲にしてしまうような判断が必要な状況の時, その判断を機械に一任していいのか等の倫

理・道徳的な疑問があるためその点でも考察を深めたい。 
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